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造船設計建造技術の50年の変遷
牢

1. はじめに

溺告における設計や建造技術はこの50年， 大きく
変わった． 筆者は大学に籍を置く身であり， この稿を
書くほどの知識は持ち合わせていない． しかし， この
稿以降に代表的な各社によるそれぞれの技術の変遷あ
るいは， 特定の技術の紹介があるので， ここでは， 独
断と偏見であることを断った上で， この50年間に設
計や建造技術で起こった新しい技術の変遷を違った回
線で、追ってみる．

2. 筆者の経験した造船教育現場の変遺

まずは， 筆者の職場である造船系の大学における教
育現場の変還を見ょう． 筆者が学生であった1970年
代， 大学における造船系の教育としてはもっとも充実
していたかも知れない． 各先生は造船業の著しい発展
期にあって数々の共同研究や受託研究， あるいは， 研
究会などにおける助言や コ ンサノレティングに忙しく東
奔西走されていたように思う．

授業は， 流体力学や材料力学， そして， 船舶算法や
進船製図（現在は多くの大学で教えられていなし、！）
という高校まで聞いたこともなかった新しい学問分野
やサイン， コ サインに変わって， シンプソン積分やパ
テン， プラニメ ータと言ったなんとも言いようのない
計算方法や道具， そして， 新しい学問に触れた気がし
た時代であった．

折しも学園紛争が華やかな時代でもあり， 筆者自身
は安田講堂事件の翌年に教養教育を受けたので， 授業
はほとんどなく， 学問に飢えていたといえば， 大げさ
だが， 専門教育（当時は 2年生の後期から）は新鮮で
やっと大学に通っていると実感できる日々であった．

その反面， 現在では考えられないが， 先生方は企業
などとの仕事が多く， 出張も多いことから， 授業は
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休講が続き， 補講もなかったので， 今に思えば， どう
やって， 学んでいたのだろうと思う．

構造力学では， チモシェンコの教科書（訳本）に触
れたり， 撰角撰度（とうかくとうど）法とし、う計算機
がなかったE寺代の巧みな計算法を学んだ

、
かと思えば，

現在で言えば， 自動車の自動運転闘すのようなまだ繁
明期の有限要素法とし、う電子計算機（と当時は呼ばれ
ていた！）援用法の授業を受けたのも新鮮であったし，
流体力学では， これぞとばかしに， 高度な数式の羅列
を，理解するよりはノ ートするのに必死で、あった．

また， 夏期工場実習では，真夏の盛りに，グラピテ
ィ ー溶接を使って， 当時完成すれば世界ーの大きさで
あったグ

、
ロブ

‘
ティック・トーキョ ーのバルクヘッドの

隅肉溶接をさせてもらい， バルクヘッドにチョ ークで
サインしたときは， 誇らしくもあり， 学生にこんな コ

トさせて大丈夫だろうかと不安に感じたものであった．
ちなみに，この船はその後， 「喜入基地とペルシャ湾問
の原油輸送に従事したが， 1986年に解体 されたj

(Wi出pedia）由で， まずは， 事故もなく無事その責
務を終え， 陰ながらほっとしているのは私だけだろう
か．

話を飛ばして， 現在の状況はと言うと， すでに， 先
生は当時からすれば，3～4代目であり，湖合系以外か
ら採用された先生も多く， 当時の状況を知る先生は退
職が近い． その後， 造船不況に伴う学生確保の観点，
そして， 全国的な大学の車邸哉改革（し、わゆる大学院大
学化， これは， 教員定員を減らさず， 学生定員を維持
する方法であった）に伴い， 海洋工学分野を取り込ん
だ学科名変更などを行い， 名前からでは造船系とは気
づかない大学も多くなった．

それに従い， 造船プロパーな授業はなくなったり，
浮体静力学と呼んで一般化して，制似外の分野へ就
職する学生が急増した． 大学によってかなり違うが大
阪大学では造船海洋系が国交省や船級協会を含めて約
三分のー， 鉄鋼， 自動車， 機械， エンジニアリング系
が約三分のー， その他が約三分のーとなっている． こ
れは， 造船系が集約されたことにより近隣の凱k所が
減ったこと， また， 求人自体も減少したことによるも

Journal of the JIME Vol. 51. No. 5 (2016) -72- 日本マリンエンジニアリング学会誌 第51巻 第 5号（2016)










